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おわりに

はじめ．に

　本稿は，近代韓国における公共図書館’

の歩みをたどりながら，その歴史的特質

と意義を明らかにしょうとするものであ

る。

　対象とする時期は，李朝末，開化期か

ら，日本統治下のいわゆる「文化政治」

期前半にあたる1920年代末までである。

このうち，1920年代は近代韓国公共図書

館史上一つのピークをなす時期なので，

本稿でも紙数をとって詳述した。

　ところで，近代韓国における公共図書

館史は，他のあらゆる歴史的分野と同じ
く，’

坙{の植民地支配によ6て大きく影

響をうけた。一方で，朝鮮人による独自

の図書館運動が展開されたが，同時に日

本人居留民による図書館運動も存在し

た。とくに1910年の日韓併合以後は，朝

鮮総督府の植民地主義的教育政策によっ
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て複雑な図書館事情をていした。，すなわ

ち朝鮮人独自による図書館運動と，’日本’

人及び日本統治当局による図書館運動が

相互に影響し，反発し・合い，また融合す、

るという状況が生まれた。したがって本・

稿では，朝鮮人による図書館運動と日本

人による図書館運動を並列して述べては

いるが，その間の交流関係にも大きな注

意をはらった。　　　　’

　本稿は1960年代場面の韓国の図書館学

と歴史学の研究成果に多く負っている。
　　ペクリン　らイボング　　パクヒヨン　　ァンチユングン

特に白麟，李三三，三三永，安春根諸氏

の従来の図書館史研究に負うところが大
　　　　キムボオク　クオンウンギヨン
きい。また金抱玉，旧恩三三ら若手研究

者の最近の業績も参考にした・。さらに，

1970年代に入って出版され始めた各個別

の函書館史，なかでもr国立中央図書館

史』（1973年），『鍾路図書館六十年忌』

（1980年），『南山図書館六十年史』（1982

年）を主に参考にした。

　なお本稿では，国名表記については韓

国としたが，地域名，人名表記について

は当時の用法に従い朝鮮，朝鮮人とした。

1　開化期の図書館事情

　韓国たおける近代化の歩みは，李朝末

期1876年の日本との江華島条約締結に始

まる。韓国はひき続きアメリカ，イギリ

ス，ロシアなど欧米諸国に開国を迫られ，

いやおうなく開化，近代伽への努力をし

いられた。国内においてぽ開国に反対す

る保守派と近代化を進めんとする開化派tt

の闘争が激化したが，・李朝政府は1881年

政府高官塑ら成る紳士遊覧団を日本へ準．

遣したり，1883年には遣米使節団をアメ

リカに派遣したりして，欧米及び日本な

どの先進諸国を視察せしめた。また1884

年以降は留学生を派遣して，積極的に欧

米の近代思想，『科学技術，諸制度の導入

・に努力した。実際の国内改革においても，

1884年の・甲申政変をへて，1895年の甲午

改革によっ℃政治，経済，社会，文化の

．各方面にわたる近代化を推進した。文化

教育面では，従来の書面と呼時に近代的

な学校が設立され，出版業と書店が生ま

れた。西洋式の活版印刷機が導入され，，

『漢城旬報』や『独立新聞』などの有名な、

新聞，雑誌が発行され，しだいに近代的

公共図書館が生まれる条件がととのって

いった。

　韓国における開化期の図書館事情とし

ては・．欧米の近代公共図書館9）綿介と・

実際の図書館設立運動があげられる。韓：

国における近代公共図書館思想，制度の・

導入は・明治初期の日本と同じ≦，海外

視察者，留学生の見聞，外国図書からの

翻訳によってなされた。紳士遊覧団によ．

る見聞記や愈転売による西洋図書館紹介

はその典型的事例であった。ただ日本の

場合は，いわゆる御雇外国人による建言

によって明治期の図書館設立が：進められ

た側面があったが，韓国においてはその

ような条件はなかった。けだし韓国にお

いては，近代国家として成立をみない間

・に，日本によって半植民地化されたから

であった。

　実際の図書館設立の面では・大韓図書．

館や大同書観など朝鮮人独自による画期

的な図書館設立運動が存在した。しかし，

これらの運動は，文盲が圧倒的に大多数、

を占め，いまだ市民社会の形成が未成熟

であった当時の社会状況の下では，多く

の困難が』ともなった。、加うるに，日本の

植民地政策によって大きな制約をうけざ
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るを得なかった。　＜

　一方，嘲鮮人による図書館設立運動が

開始される以前に，すでに日本人居留民

による図書館の設立が見られた。釜山図

書館がその例であるが，これら日本人に

よる図書館琿動は狭い日本人社会の’中に、

限られiいまだ韓国社会全：体に大きな影

響を与えるまでには至らなかった。’　・．

L　朝鮮人による図書館設立運動の開

　始

（1）紳士遊覧団による日本め図書館紹

　介．

等三十余人来リ館内ヲ覧観ス」と記録さ

れている。また趙徳山はその時の印象を，

『日本聞見事件草』（第二輯，1881年）の

中で，次0）ように述べている。

　「……孔廟妥安塑像殿額以大成初門昏

昏仰高次門日入徳正忌日杏山岳鷹有蓋書

五経百家子書設卓蔵貯猶有尊皇盛儀至座

右鷹各国書画雑清見甚不敬太異称以図書

館白白斉。……」

　この東京図書館についての見聞報告

は，韓：国における近代公共図書館紹介の

最も初期のものと思われる。．1

、（2）愈主面の図書館歯

応鮮の論宗・関氏政権は日本との国交
　　　　　　　　　　　　キム　キ　ス
をすすめるため第一次修信平金綺秀，第
　　　　　ギムホンジツプ
ニ次修信出金台岳を派遣した。金弘集は一

1880年8月，東京の湯島聖堂内にあうた

孔子廟を参拝するため東京図書館を訪問．

した（1）。当時日本の国立図書館たる東京

図書館く帝国図書館の前身）はこの聖堂

大成殿内に並置されていたからである。

これは記録に残る朝鮮人の日本の公共図

書館参観の最初であると思われる。、

　さらに1881年4月；朝鮮政府は，明治維

新後の日本の実情を詳しく調査するた

め，政府高官から成る総勢62名の一大視『

察団を日本に派遣した。これがいわゆる

紳士遊覧団であるが，彼らは文明開化し

牟当時の日本の文物制廉を視察し，帰国

後高宗に『尊見事件』及び・『日本聞見事幽

壷草』なる報告書を提出した。文部省関
　　　　　　チヨジユンヨン
係の調査には趙雨曇があたり，その報告

書に，『日本文部省視察記』（1881年）があ

る。彼らは1881年6月，東京図書館を視察・

したが，『東京図書館明治十四年報』には’

「三十日朝鮮国ノ承引三種黙参議洪英植

　李朝末期の開化派政治家であり，啓蒙
　　　　　ユキルジユン
家であった愈吉溶（1856－1914）は，紳

士遊覧団の一員として渡日し，福沢諭吉

の知遇をえた。彼は福沢から大きな影響

をうけ，福沢の『西洋事情』（1867年）』を

参考にしながら，1895年4月『西遊見聞』

なる本を刊行した。これは韓国最初の本

格的な西洋紹介書であった。

　この本の中で彼は，、「書籍庫」の名で西

欧市民社会の公共図書館を初めて紹介し

た。・，

、、「書籍庫は敢府の設立したものと，政府

と人民の合作で建設したものがあり，経

書，卑記，各学問分野の書籍吻ら古今の

名画，小説，各国の新聞に至るまで備わ

らざるものはなy㌔外甲の書籍は新しく

出版されたら購入し，本国の書籍は出版

した者が各地書籍庫に各一冊を送面する

故に，書籍の蔵書数は日をおって増加す．’

る。このように書籍を貯蓄するのは，世

の中に無識り木母を無くするこζを欲す

る一大主意からである。泰西諸国では大

都会で書籍庫のないところはなく，いか

3



なる人であっても書籍を閲覧したい者は

書籍庫に任意に入り，’どろな本でも見る

ことが許されるgしかし帯出することは．

許されず，・ただ勉学する学徒が書物がな

1て学ぶことができない場合に限り，借’

料を払って借り出すことができる。もし

そめ書物を殿思した場合は，代価を弁償・

する。各国の書籍庫で最も有名なものは

イギリスの首都ロンドンにあるものと，

ロシアの首都ペテル琴ブルグにあるも

の・・そしKフランスリ首都パリ停あるも

のである。．その中でもパリの書籍庫が最

も大きく，その蔵書数は200万冊をこえ，

フランス人は常にその規模の宏大なるこ

とを誇ってい．る（2）。」’

　ヒこには；近代公共図書館の諸機能が

ほぼ左確に把握されている。それは福沢

諭吉が『西洋事情』の中で「文庫」とし

て紹介した図書館の内容と大体同じであ

った。しかし，「楡吉溶の図書館機能論の

’中には，福沢の「文庫」の中に見いださ

れない一つの重要な指摘があった。それ

は図書館の目的にかかわうことだ魁彼

は「世の中に無識な人民をなくする」た

めに図書館が存在すると述べている点で

ある。これは彼が，図書館というものを．

学校教育の単なる補完物としてではな
「’

ｭ，社会教育機関としての独自の役割を

認めていたことを示している。この点に

ついて，啓明実業専門大学講師卑湿環は

愈吉溶の図書館像を次りように要約し，

高く評価したのである。

　一F，（愈吉溶は）図書館の機能を学術研究

のためではなく，無知な国民をなぐする’

ためのもあとして紹介している。韓国の・

幅下の緊急性と，’惨憺たる経済的貧困・

教育事情に起因する文盲を退治する機関

として図書館のイメrジを集屯させたの

である。（3）」

・このように，やっと近代化への端緒に

ついたばかりの開化期韓国において，愈

吉溶による新しい図書館像が導入された

意義は大きかったと言えよう。

（3）大韓図書館

　大韓図書館は，韓国の曇れた図書館吏

研究家白軍氏によって“韓国最：初の国立

図書館”として紹介され，世に知られる

ようになった。しかし，この図書館につ

いては資料が乏しく，あまり詳しいこと

はわかっていない。白麟…氏も，当時の新

欄である『皇城新聞』（ソウル，皇城新聞

社）に載った若干の記事によって，この

図書館を紹介しているたすぎない㈲。こ

こでも．その研究成果にたよらざるをえ

ないが，この図書館が朝鮮人による最初

の民族的な図書館設立運動であったこと

は確かである。

　この図書館は1906年2月，当時の韓国
　　　　　　イボムク　　　イクンサン　　パクヨンファ
の首都京城で平中九，李根上，朴三和な

ど民間の有志達によって，「韓国図書館」

の名で設立計画された。同年3且，名称’

を「大韓図書館」と改め，・政府高官の賛

同を得て役員を決定した。図書館長に度
　　　　ミンヨンギ
支部大臣’関泳綺，評議員長に宮内部大臣
イ　ジエクウク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イロワンヨン

軍陣克，，書籍委員長に学部大臣李完用，
　　　　　　　ミンサンボ　　ユンチ　ホ
その他評議員に閲野卑，サ村勢など25名

が選出された。そして，図書館建設と経

営に三千な資金は館長以下役員が共同で

負担することに決定した・薩書は有志に

よる寄贈と，李王家宮廷文庫の一部をひ

きついで構成した。その中には歴代国王　『

の系譜等の王室関係資料，歴史書を中心

とした漢籍，日本で発刊された新刊書が

含まれていた。当時，この図書館がいか
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f

に熱烈に朝野をあげて歓迎されたかは，

『皇城新聞』の「賀図書館之設立」（1906

年2月15日）などの記事によく現れてい

る。

　しかし，この図書館の実際の運営は困

難をきおめたようで，1909年4月には宮

内部の所管となった。・図書館も宗親府と

．いう宮廷の建物内に移された。今まで有

志達による私立図書館として運営されて

きた大韓：図書館も，この時点で官立図書

館的性格を強くもつに至った。しかしこ・

の図書館は，近代的意味における国立図

書館どはその実態があまりにへだたって

いた。駅名に国名（当時は大韓帝国）を

使い，設立者に多ぐの政府要人をあて，

建物と蔵書を王室に依拠したとは言え，

公共性という観点からみるとき；この図

書館はあまりにも閉鎖的であった。『皇城

新聞』の1910年3月22日付記事「図書館

竣功」の中に，「宮内部に移管した図書館

を現在拡張しているが，この工事が終了

ししだい古今書籍を多数陳列して÷般紳

士に観覧させる予定である」とあり，一

般公開が一応考えられていたようであ’る

が，日韓併合によって挫折してしまった。』

そして併合後の191！年5月，蔵書は朝鮮

総督府取調局に没収され，大韓図書館は

廃止されてしまった。大韓図書館はいわ

ば“未完の国立図書館”’であったと言え

よう。　　、　　　　　　㌧♂

書」（『皇城新聞』1906年4月9日）には，

次のようた述べられている。

　「・…∴ここに我々は，意をそそいで書籍

．と新聞の縦覧所を創設’し，その位置は平

壌府鍾路に定め，名称は大同書観と．し，・

本邦り書籍から世界各国の各種書籍類ま・

でできうるかぎり購二擁せんとするもので

ある。・…∴また希望によっては縦覧と購

読に一々応ずるはずであるからご照会さ

れたい。」　　　　　’！，

　かくして，’開館された大同二三は新刊

書籍1万珊あまりを備え，．一週間の貸出

図書数が数千冊に達するほどの活況を呈

した。19Q6年2月の統監府の設置によっ

て日本による植民地化が急速に進んでい

た状況の中で，“民智の開発と文化の前進

に寄与せん”⑤とした設立者の意図ど世

界の新知識を求める民衆の願望がみごと

に一致した画期的な図書館事業であっ、

た。しかし，この可能性をはらんだ民衆

図書館も，日韓併合によって閉館の運命

をたどらざるを得なかった。．

　またζの大同書観以外にも，．当時のソ

ウルには「書籍縦覧所⑥」1や「同志文芸

館｛7）」といラ私立公共図書館運動が存在

したが，大きな発展をみないうちに挫折

してしまうたb

2．　日’本人による図書館設立運動の開

　始

（4）’

蜩ｯ書軸，その他 （1）佐藤寛の図書館論

　1906年3月，平壌に設立された「大同

書観」は朝鮮人によって．実際に公開され，

経営された韓国最初の私立図書館であっ
　　キムテユン　　チンムンオク　コァクヨンスン　　キムフンヨン
た二金大潤，秦文玉，郭尊皇，金興淵の

4人の連名で公表された「大同書観趣旨

’韓：国の義親王宮顧問であった佐藤寛（8）

は「韓国図書館設立の議⑨」という論文

の中で，韓国における緊要の事業として

次の三つのことを提唱した。それは，（1）

・貴族教育の機関としての学校を設立する
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こと，（2）文献五泉の機関として図書館を

設立すること，（3）知識開発の機関どして

』博物館を設立すること，・であった。そし

、て図書館設立について，具体的に次のよ

うな提案をした。

　「今の日本ぽ，朝鮮を保護国としたれ

ば，政治，法律，文学，技芸，一切め師

表たるべきは云ふまでもなく，新古の図

書，亦保護せざるべからず。……若し夫

・れ三章閣にして旧慣を打破し，其の秘蔵

を発して，r大図書館を創立し，勅令を

以て，，図星観察府，及び各地書院の所蔵

を調査し，其の図書館に無きものは取っ

て之を補ひ，且つ募く求め，博く捜るべ

し。…∵・」

　これは統監府のリーダーシップによっ

て，奎章閣（李朝王室文庫の一つ）など

旧来の蔵書を中心に図書館を設立しよう

とするもので，一種の国立図書館設立論

であった。それは前述の「大韓図書館」

が朝鮮人による国立図書館設立運動であ

うたのに比べ，あまりにも露骨な植民地

主義的国立図書館設立論であった。この

ような論調は，後の朝鮮総：督府の官立図’

書館論に継承されていくものであった

が，ともかくも佐藤寛のこの図書館論は

韓国の図書館に関する言及としては，・日

本人として最初のものであった。

（2＞釜山図書館

釜山図書館は1901年10月，道徳運動団

体であっ≧日本国道会釜山支部によって

設立された。初め「弘道図書館（10）上と称

したが，1903年11月に「釜山図書館（11）iと

改称したもので，・主として日本人居留民

のための文化教育機関としての役割を担

っていた。設立当初は図書6千冊と若干

の新聞雑誌を備えていたが，しだいに規

模を拡大した。i910年12月には釜山教育

会に移管され，さらに1919年4月には釜

山府に移管され，「釜山府立図書館（12）」と

なった。

　この図書館は現在「釜山直轄市立市民

図書館」と一して継承されており，’韓国図

書館史上では最も古い近代公共図書館と

して位置づけられている。また，日本図

書館史の立場から見ると，釜山図書館は

日本人が海外において設立した図書館の

中では，台湾文庫（台北，’1901年1月設

立）についで最も古い図書館であった6

（3）山口精と京城図書館

　京城図書館は1908年9月，「京城文庫」

の名で，京城寿町の日本人商業会議所内
に，’

､業会議所書記長山口精（13）によって

i設立された。翌1909年2月開館し，一般

公衆に無料で公開したが，．書庫，閲覧室

が狭隆となったため，’1911年8月南米倉

町に新築移転し1「京城図書館」と改称し

た。京城図書館は1919年，経営難によっ

て閉館されるまで，山口個人の私財をも

って運営された私立図書館であり，当時

の朝鮮では最大規模の図書館であった。tt

’日韓併合前，・日本人によって朝鮮で設立

された図書館としては釜山図書館，江景・

文庫（14），木浦図書倶楽部㈲と京城文庫の

4館があうたが，純然たる個人図書館ば

この京城図書館ただ一つであった。’

　京城図書館は次の4点で，韓国図書館

史上重要な意義をもっていると考えられ
る。，

　第一は，この図書館が創立当初から参

考図書館的性格をもっていだ点である。

山口精自身も『京城図書館概況』の中で1

6



京城図書館全景《1916年頃）

「産業及ビ商工業調査ノ便二幅スル目的

ヲ以テ創設セリ㈲」と述べているとおり幽

‘である。

　第二は，ヒの図書館は当時最大の蔵書

数を有し，蔵書内容も充実していた点で
ある。i919年の閉館時；蔵書数は1方6

千冊に達し，参考図書類，官庁資料など

’日本人による最初の図書館報でもあっ

　た。

　　II　日帝治下，武断政治期の
一　層　図書館事情

’の非市販資料を多数所蔵していた。　　　　　1910年8月の日韓併合以後，1919年ま

　第三は；1920年11月，その蔵書の大部　　では徹底した憲兵警察制度がしかれ，い

分がサ益善らが設立した「京城図書館」　　わゆる武断政治が行なわれた。あらゆる

（翠雲亭図書館）に継承された点である。　民族運動が抑圧され，言論，出版，集会，．

そしてその蔵書の一部（新刊書）が，現　　結社の自由が剥奪された。教育面でも，

在のソウル特別市離離路図書館の蔵書ど　　1911年制定され左「朝鮮教育令」第2回

して引き継がれていることである。　　　　で，「教育に関する勅語の趣旨に基き忠良

　第四は，実際の図書館活動もかなり活　　なる国民を育成することを本義とする」

発であった点である。『京城図書館概況』　　と規定され，朝鮮人に対する皇国臣民化

』（京城図書館，1916年）の1915年度統計に　　政策がどられた。学校教育でも，1朝鮮人

よると，開館日数は年303日，入館者数　　に対しては，日本語教育を中心とした初等

与，420人，閲覧冊数2Q，637冊に達している。　教育と，槙民地統治に抵触しない実業教

利用者のうち8割が日本人，2割が朝鮮　　育が中心となった。またこの時期，朝鮮

人であった。また，この図書館は1912年『総督府はいまぎ社会教育に着手する余裕

・に『京城図書館図書月報』という広報誌　　がなく，図書館政策も不毛のままであっ

を発行しているが，これは朝鮮における’　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一7



　この時期の図書館事情について特徴的

なことば，朝鮮各地において日本人（団

体）による公共図書館設立が盛んであっ

たこどだ。しかし，これらほ狭い日本人

居留民社会の利益を反映した私立図書館

運動にすぎなかった。ただこれらの運動

を歴史的に見れば1これらの図書館が後．

に公立図書館に発展し，現在の韓国図書

館の淵源の一つになったことも確かであ

る。その反面，この時期は併合前に大き

な高揚をみせた朝鮮人による図書館運動

がすべて消滅しでしまった。この時期，

朝鮮人にタる実際の図書館輝輝はユ館も

なかったのである。ただこの朝鮮人によ

、る図書館運動の黒め時代に，李範昇によ

る図書館設立運動が開始された事実は注

目すべきことであった。

1．日本人（団体）による私立図書館

設立

　『朝鮮総督府統計年報大正8年度』．
（朝鮮総督府編）の「図書館状涜調査］に層’

よると，この時期日本人によって設立さ

れた公共図書館どしては，第一に日本人

個人によるもの，第二に学校組合による

もの，第三に教育会によるもの，第四に

一宗教団体によるものがあった。

　ζの時期新たに個人1こよって設立され

，た図書館としては，．順天図書館．（全羅南

道順天郡，’1911年9月，樋口正毅），大田

図書館（忠清田道大田郡，1913年7月，

久門雄二），天安文庫（忠清南道天安郡，

1914年12月，田尻満），霊夢文庫（全羅南』

道霊岩郡，．1915年11月置最上豊太）ゴ光州

図書館（全羅南道光州郡，1919年4月，

大塚忠衛），金次郎文庫（慶尚旧道馬山国，

1919年6月，堀田孫之）があった。

　学校組合によって設立されだ図書館と

しては，’清津図書館（雲鏡北道清津府，

1913年4月，清津：学校組合），安城公立小

学校附属図書館（京畿道安城郡，1913年

5月，安城学校組合），開城公立小学校附・

属図書館（京畿道開城郡，1915年10月er

開城学校組合）があった。この学校組合

は，1909年の「学校組合令」（統監府発布）

によりつくられた公共団体でわっズ『左

め，これら図書館も公立図書館的性格を

もっていた。

　噛教育会によって設立された図書館とし

ては・e平安南浜教育会図書閲覧室（平壌．

府、1913年3月，平安羨道教育会），、群山

教育会図書館（全羅北道群山府，・19i4年，

7月，群山教育会），金提教育会図書館（全

羅北道金提郡，1915年3月，金提教育会）；

全州図書館（全羅北道全州郡，1915年12

月，．．全州教育会）があった。この教育会

』は学校教育を補佐し，各種の社会教育を

行なうため，当時各地に生まれた団体で

あった。社会教育の一つとして，図書館

事業にも意をそそいだ。たとえば群山教

育会でls，「図書館の経営，講演会及グ講

．習会の開催，学童寄宿舎の経営；育英部・

の設立（瑚をその事業内容としてうたっ

ていた。

　宗教団体によって設立された図書館と『

しては，仁川基督教青年会による仁川文

庫（仁川府，1911年4’月）があった。

　ところで，日本入によって設立された

ζれら図書館は，税在の韓国ではどのよ

うな評価をうけているであろうか。ここ

では代表的と思われる清州大学校講師金

感激の見解をとりあげておこう。

一「こめ地に移住して来た日本人たちは，

主に農工商業に従事していた労働者階層

であって，どんな学問的知識も専門的技
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術ももたずにやって来た人達であった。

したがって図書館の設立は，r次的には

彼らの教養，教育めために必要なもので、

あったが，すすんでは植民地政策の効果

を促進するための資料センターとして活

’用することにあった。（剛

2．李範昇の図書館設立運動とその息

　想

（1）門門昇の図書館設立運動の開始・

朝鰍に「よる図書館翻がほ翰菟封

殺されていた武断政治期に，李範昇㈲

（1887～1976）による図書館設立運動が存．

在したことは特筆大書すべきことであっ

た。

　李範昇は1912年，京都帝国大学に留学

し，法制史研究を続けていたが，祖国に

同族の手になる図書館が存在しないこと

に心を痛め，朝鮮における図書館事業に

』挺身ナる決心をしだ。大学院在学中の

1918年初め上京，当時の日本図書館協会

会長和田萬吉に面会しe’t図書館経営につ

いてひろく意見を求めた。そのとき日本

図書館協会は，李範昇の朝鮮における図

書館事業に対す為熱意に深い感鋳をうけ・

たようで，次のように記している。

　「京都帝国大学出身の法学‡李範昇氏，

は故国朝鮮に図書館の殆ど皆無なるを旧

き，近き将来に於いて私立二三図書館建

設の門門を立そ，其準備として雌程本会

長和田萬吉氏を訪ひ，種々質疑する所あ

　りたり。氏が此計画は洵た奇特と謂ふべ

　く，該事業の成功を祈ること甚だ切なり。

本会は特に同氏に『図書館小頭』一部を

“贈りて参考の資とせられんことを望め

り・剛

・また彼は，日本各地の図書館の調査研

究に意をそそいだが，特に東京市立日比

谷図書館からは多ぐのことを学んだよう

である。

　さらに李朝昇はこの頃より，文筆を通

して朝鮮における図書館の必要性を訴え

る活動を開始した。その代表的なもめは，

『京城日報』に4回忌わたって連嘱した

「函書館を設立せよ一王世子御慶事の記

念として一⑳」であった。タの文章は当時

の彼の図書館思想を知る上で貴重な文章

であった。

　実際の図書館設立のためにも，．彼は活

動した。たとえば1918年春ジ渋沢栄一男

爵と児玉秀雄伯爵に面会し，「図書館の必

要が朝鮮に於て最も急なる（22）］こと’を具

申した全滅力を得られなかったこと・ま

た翌年，大連の満鉄勤務時に，』泰東日報

社長金子雪斎などの協力で図書館設辛を

’企てたが失敗したのがその例である。し

かし，『この時期の彼の運動は日本人の要

人や有志者に働きかけて実現させようと』

するものでチおのずから限界があった。

真に彼の運動が実を結ぶのは，独力で「京

城図書館］を設立する1921年9月を待た

ねばならなかった。

（2）．李三三の図書館思想

　当時の李範昇の図書館思想は，前述の

「図書館を設立せよτ王世子御慶事の記

念どして一」と，それに引き続いて発表

された一「児童教養と母の修養」（『京城日

　　　　　　　　　　　　へ報』1918年5月26日！，・「母の改良←う～㈲」

（『京城日…報』1918年5月28日～6月1

’日），「京城図書館と私」（『京城彙報』11

号臨毒筆，1922年10月），「農民教育の第

』歩；農閑期を利用して諺文を教へよ」
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　（『朝鮮社会事業』3巻11号s1925年12月）

　などによって知ることができる。

　彼の図書館思想は，当時の欧米及びH’

本の先進的図書館思想を吸収しながら，

あくまで朝鮮の現実をふまえたものであ

った・それは一つには近代公共図書館思

想の実践化であり，もう一つに億図書館

を通して，文盲が圧倒的多数を占める農

民層及び社会からとり残され七いる児童

と婦人を啓蒙，教育せんとする先駆的な

解放思想であった。

　李範昇の図書館思想は，アメリカの図

書館学者ダーナ（John　Cotton　Dana（23））

などの影響をうけており，・図書館独自の

社会的機能を強調するものであった。彼

は，学校ど新聞と図書館が社会教育に必，

須のものであることを指摘し，、続けて図

『書館の必要性を特に強調して次のように

述べている。

　「然るに半島の何処へも未だ図書館有’

ゐを聞かざるは誠にかなしむべき事では

御座いますまいか。小生の如き．ものは寧

ろ．図書館設立の急を叫ぶもので御座いま・

す。目下半島の情況は悠然として普く学’

校り教育をのみ待つ暇が御座いません。

図書館を公開致して学校の新教育を得受

けざりしものへは勿論，得受けしものへ

も盛に新智識を媒介致すべき必要が御座’

います。（24）」

　さらに彼は，近代公共図書館の必要性

とその社会的効果を次のよヴに述べた。’

　「市民をして図書館の供給する図書を

究読講学せしめ理想的大学に学ばしむる・

のみならず，各種の職業に一大稗益を与

『へ，政治及び経済的行動に対する穏健な

る主義を普及し，且一般公衆に智的修練

の材料を附与し，其趣味を洒養せしめて

高尚純」耳ならしむるものなり6㈱」

　1ところで，彼の図書館思想のきわだっ

た特徴は，1植民統治下の朝鮮で文化的た

最も疎外されていた農民，児童，．女性を

図書館q）対象として重視した点ぞある。

　全人口の8割を占め，大部分が文盲で

あった農民に対しては，農閑期を利豪し

たハングル講座を提唱している。これは

村単位で，普通学校卒業生を教師にして

農民にハングルを教え，「雑誌新聞を読め

る程度㈱」にすることを．自計にした。同時

に，各郡，二道で巡回文庫と巡回講話を

行ない，一般民衆に「一三的知識を普及』

・せしめ以て自覚せしめ，時代を知らしめ，

自から立たレめ，厄介者ならざる程度ま、

で進ませる（刎ことをめざすものだ6た。

　児童については，・図書館の附属事業と

して児童図書館を設け，．教育を行なわん

とした。彼は児童図書館を「児童教養i所」

とも呼んでいるが，これは「児：童嗜好の

書籍を自由に閲覧せしめ，かつ目を楽ま

すべき種々美麗なる絵画，娯楽機関及び

その妬め復習品等の設備を完備し，以て’

児童を喜ばしむる㈱」ものであるという．

ζのような児童図書館の思想は韓国図書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i二二＃初めてのものであり，・現在から見

てもその先駆的意義は失なわれていな

い。

　また彼は，封建制度と儒教の下で苦し

んでいる婦人の解放を追求した。特に社層

会，道徳，慣習の三重桓桔の下にある「母

の改良」ということを重視した。彼は，

「母の改良により社会は改良せられる㈲」

とまで言いきうてい・る。そのためには彼

女達が教養を身につけることが最も大事

であると考え，その方法として「通俗講

演講話」「無料幻燈」「活動写真」などを’

通レて「素養知識を与えそ其の不完全な

処を漸次改良せしめたい（30）」と述べて’い
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る。

　以上述べた児童，婦人に対する彼の思

想は，後年実際の図書館活動の中ですべ

て実践化されることになった。

II「文化政治期，とくに1920，

　　年代の図書館事情

　1919i年3月に起こった三・一独立運動・

は，日本の植民地支配に大打撃をあなえ

た。日本は植民地政策の転換を迫られ，

同年8丸新朝鮮総督に斎藤実を任命し，

それまでの武断政治をいわゆる「文化改

治」1こ改めた。それは日本の植民地支配

　に抵触しない範囲内において，一定の政

　治的，社会的自由を朝二人に与えようと

／するものであ？た。いわば制限つきの文．

　治主義，より巧妙化した同化主義政策の

　開始であった。．

　　韓：国図書館史の側面からみるとき，こ

　ゐ時期は朝鮮総督府が社会教育行政の重，

　要さに気づき，∫図書館政策に初めて着手』

　した時期でもあった。総督府は内務局に’，

　・社会課を設置（1921年7’月）し，図書館

　行政の元締とするとともに，，．　1923年11月

　韓国最初の官立図書館だる朝鮮総督府図

　書館を創立した。また同時に，朝鮮各地

　に多くの公立図書館を設立し，朝鮮にお

　ける図書館網の整備を図？た。ig22年度

　から三道地方費による「社会教化事業」

　として，「図書館拉村落巡回文庫の設置

　（31）」をう’たい，図書館を「社会教化」政策

　の一環にくみ込もうどした。

　　一方この時期は，∫朝鮮人による民族運

　動，労農運動，文化渾動が膨溝として起’

　こった。．とくに教育面においては，朝鮮、

　人による初めての民立大学設立運動が起

こったし，図書館設立運動もめざましい

ものがあった。郷校財産による図書館設

立乙朝鮮人個人による公共騨書館設立

が顕著であった。その中でも，7益善，

李範昇らによる「京城図書館」の設立は，

近代韓国図書館史上の一大ピークをなす

運動であった。

1・・．官公立図書館の設立

（1）朝鮮総督府図書館

　朝鮮総督府図書館は1922年2月，「朝鮮

新教育令」発布記念事業の二つとして計

画され，’ P923年11月の「朝鮮総：督府図書

館官制」の公布をもって創立された。実

’際の開館は11925年4月であった。

　この図書館が設立された表むきの理由

は潮鮮におげる中央図講とレて「鋭

化政治」の一翼を担わせることにあった

が，より本質的には植民地政策遂行のた

めの資料提供機関，及び植民地民衆を慰

撫，教化するための社会教育機関として

機能させることにあった。このことは，

総督府自らが「図書館パ社会教育上最モ

重要ナル機関剛であり，朝鮮総督府図書

館の使命が「民衆の教化」にあると述べ

ていることによって明らかである。

　　開館直後に発行された『朝鮮総督府図

書館三三　大正十四年七月現在』（朝鮮総

督府刊）には，この図書館の基本的経営

方針が次あように記されている6

　　「本館ノ理想ハ国立図書館ノ使命ヲ果

　スニアリ，即チ新古ノ精選セラレタル参

　考図書ヲ一膳シテ廣ク利用ノ方法ヲ講ジ

　実益趣味人格ノ向上ヲ計ルヲ以テ第一義

　トス，朝鮮民族ノ文献ハ素ヨリ朝鮮二関、

　スル和漢洋書ヲ蒐集シテ朝鮮研究者ノ三
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考資料トスルヲ以テ第二義トス，全三二』

図書館ノ普及発達ヲ計りテ其ノ中心機関

トナリ又公私ノ学校図書館或ハ諸団体ト

連絡提携シテ社会教育ノ成果ヲ挙グル9

以テ第三義トス6」

・この図書館は開館当時，職員19名，蔵

書数2万8千冊，収容人員数304席（中央，

特別，婦人，新聞，家族の各閲覧室）ほ

どの中規模図書館であったが，その後大

衆文庫，婦女子文庫などを開室し1漸次

機能を拡大した。職員数が最大に達した

1942年には職員95名，蔵書も解放時28万

世を数え，文字どおり朝鮮における国立

中央図書館として略書館界に君臨した。

　この図書館について最も注目されるの

は，・その意欲的な書誌活動と対外活動で

あっ牟。館報r慰問報国』（1935年10月創’

刊）の発行，朝鮮読書連盟の機関誌『読

書』及び朝鮮図書館研究会の機関誌『朝

鮮之図書館』の編纂発行は，朝鮮図書館

界の理論的水準の向上と活性化に大きな

役割を果した。また1931年からは巡回文

庫を通して地方図書館を援：助したり，「朝

鮮図書館講習会」開催に協力し，朝鮮に

おける図書館教育り向上穿下献しだ。’．

1935年からは「朝鮮紛督府図書館事業会」・

を組織し，各種の社会教育事業を推進しtt

た。

　この図書館は解放直後’「国立図書館」

と改称されたが∴1963年の図書館法の制

定により「国立中央図書館」となり，名

実共に韓国の中央図書館として今日に至

っている。

（2）満鉄京城図書館

　この図書館は1920年7月，南満洲鉄道

株式会社により「満鉄京城図書館」の名

で龍山の地に設立された。「満鉄京城図書

館規則」の第1条1嵩「本館パ通俗図書ヲ

蒐集シ主トシテ南満洲鉄道株式会社京城

鉄道局勤務ノ社員及其家族ノ修養二資シ

併セテ7般公衆ノ閲覧4供スルヲ目的ト、．

ス（33）」とあるごとく，主どして満鉄職員に

奉仕することを目的としていた。満鉄は

1910年以来，大連，奉天，長春など中国，

．東些地方の主粟都市に大図書館を設立し

ていったが，1924年末にはその数は22館
に達し．たe’ ﾄ：のうち木連，奉天は参考図

書館として，他は公共図書館の性格をお’

びていた。．このような満鉄による図書館

網の整備は，日本の大陸政策遂行に奉仕

する資料提供機関の確立をめざすもので

あった。

　満鉄京城図書館は1925年’4月，朝鮮総

督府鉄道局の管轄となり，「鉄道図書館」

と改称され官営化された。・この図書館は’

巡回文庫を初め多彩な活動を展開し爾，

朝鮮総督府図書館とともに植民地下朝鮮

の二大官立図書館の一つとして発展し

・た。1943年12月，「交通図書館」と改称さ

れ，1945年には蔵書数16万冊に達してい

た。、

　二二後は朝鮮戦争で多くの貴重な資料一

を失なったが，1961年に「交通部公務員

教育院図書室」となり現在に至っている。

．（3）公立図書館の設立

　1920年代以降，公立函書館は飛躍的に，

増加した。全図書館の中に占める比重も

・年々増大し，1930年忌以降私立図書館が

減少傾向をしめしたのに比べ，・質量とも

に朝鮮における図書館の中心となってい

った。公立図書館には道，郡，府，琶な

どによって設立されたものがあ6たが，層
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中心は府立図書館であった。このような

公立図書館の積極的建設の意図は，当時

勃興してきた朝鮮人ltよる図書館運動に

対抗しようとするものであったし，また

上かちそれらを取り込んでしまおうとす

るものであったと考えられる。

　日帝治下最高の図書館数に達した1932・

年度の統計じよると㈲，全図書館52館の

うち公立は17館であった。その内訳は道

’立1館（全羅北道），府立13館（京城，京

城府立鍾路分館，仁川，群山v・t木浦，大層

邸，釜山，馬山，・平壌，鎮南浦，威興，’

清紙，元山），店立3館（画歴，，・光州；海

州）であった。これらのうち，、予算規模，

施設，蔵書，職員数などあ点で最大のも

のは，1922年7月創立の京城府立図書館

　（現ソウル特別市鴨南申図書館）であっ．

．た。

　　ところで，この当時設立された公立図

書館は現在の韓国図書館界の基礎的部分

を形成しているが，現在の韓国ではどの

ように評価されているのであろうか。公

立図書館あ中で主導的役割を果した京城

府立図書館を例にとって見てみよう。

　　「1919年の3・1独立運動と1いうわが民

族の大蜂起に狼狽した日帝は；飾装した

文化政策の産物としてわが館の前身であ

　る京城府立図書館を作ったが，それは彼

　らの植民地人教化という統治目的のため

　の道具の一つで南みた。しかし，そのよ

　うな目的を逆利用した民族の知恵は，こし

　の図書館を民族の力量を育てる道場と∫し

　て活用したのであった・・∴・・㈹」

2．朝鮮人による図書館設立

（1）郷校財産たよる図書館

　1920年代以降，朝三人によって設立さ

れた図書館のうち，その大部分は郷校財

産によるものであった。1935年までに31

館設立されているが，ig22年から1929年

までの間にその大部分の24館が設立され

でいる。

　’とごろで二二は高麗，李朝期を通じ，・

地方の公立教育機関として発展してき一た

もので，主に教育と文運釈萸に従事して

いた。しかし1920年6月の「郷校財産管

理規則」の制定によって，二三所有の三

校由（学田）からの収入は文廟維持と社

’会教化事業にのみ使用しなく’てはならな

いどされた。これにより，各地の三校に

図書館経営にのりだしたが，その大部分

は・・簡易図書館”とか“新聞図書閲覧所”

と呼ばれる極めて規模g）小さいものであ

った。蔵書数も千冊未満みものが多く，

利用者もごく限られていた。，

　しかし；この丁丁財産による図書館は

朝鮮人（主に儒学者）によって運営され，

地方の教育機関が少なかった当時におい

て，地方文化向上の一翼をになった点で

意義が大きかった。主に郡部に設立され

たため，図書館の地方への普及に一定の

役割を果した。

（2）’朝鮮人個人による私立図書館

　1920年代に入り，’少数ではあるが朝鮮

人個人による私立公共図書館が生まれ

た。これは武断政治期抑圧されていた朝

鮮人の文化的，社会的要求の現れであっ

た。数は少なかったとはいえ，．民族的自

覚をもつた先覚者達によって設立され，

民族の啓蒙に大きな役割を果した。’．

　主なものとしては，サ益善，雪垣昇ら

によって設立された京城図書館，（1920
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　　ソンヨンモク
年），応永穆による蔚山簡易図書館（1923
　　　　　　　　　　　　　　カンイチヨン年，のち蔚山馬喰校財産に移管），姜偉容に

よる鎮南浦図書館（1924年，のち府に移
　　ユウフンヨン
管），’高羽栄による御成婚記念海州図書館’

（1925年，初め海二面と共同経営，のち
　　　　　　　　キムインジョン
海州邑立となる），金仁貞女史による三

面図書館（1931年）などがあった。この．

うち平壌に設立されだ仁貞図書館は比較

的規模も大きく，1945年の解放時まで継

続維持された数少ない図書館の誌つであ

った。その他はすべて財政難によって廃

館ないし公立化された、これは植民統治

下の朝鮮で，、朝鮮人独自による図書館運

動がいかに困難であったかを示してい

る。しかしその中で京城図書館は，1926

年京城府に移管される前，近代韓国公共

図書館史上独自の民族的図書館活動を展

開し，その後の図書館運動に大きな影響

をあたえた。次に若干の考察を試みてみ

よう。

（3）’

桴髏}書館

1）y益善らによる京城（翠雲亭）、図

　書館の創立

（イ）設立者たち　　　　『、

　　　　　　　　　　　　　　ユンイクソン　京城図書館は1920年11月5日，ヂ益善，
ユンヤン　グ　　　キムチヤンファン
サ亮求，金章換らによって，京城府照会

洞の朝鮮貴族会所有の翠雲亭内に設立さ
れた。館長1三釜充積館監にP益善3季
　ブスン　　　　　　　　　　　　　　　　キムヨハク
斌承，館司にサ亮求，金章換，金麗鶴が

任命された⑳。

，． ｱの図書館は三・曽独立始動以後，朝・

追入によって設立された最初の私立公共

図書館であった。この図書館設立に際し

ては，上記の人達以外にも当時の朝鮮各

界各層の有志の協力があった。とく．に同

月27日の開館式たは来賓三百名，学生山

千が参集し，．大部分の者が「館友」畠にな

？たという（38）。このことは，この図書館が

当時いかに多くの大衆の期待をになって

誕生したかを示してv｛る。この図書館の

後身であ’る現ソウル特別市立鍾路図書館

は，’

桴髏}書館が「単純な図書館として

の必要性だけでなく，民族運動の基地と．・

して設立された（39）」として，その民族主義

的性格を強調している。またこの図書館

の民族主義的性格は，幽設立者のうち館長

金砂植と実質的な経営者サ想察が共に有

名な民族主義者であったことでも知られ

る。

　金允植（183与～1922）は，李朝末期の、

開化派政治家，著名な文学者。韓国集内

閣の外務大臣をつとめ，、日韓併合に際し

て朝鮮総督府中枢院副議長となり子爵を

授けられた。しかし，三・一独立運動に

加担し，，爵位を剥奪され，幽閉された民

族主義者であった。

　ヲ｝益善（IS72～未詳）は，普成専門学’

校（現高麗大学校）、を卒業し，韓国陸軍

に奉職していたが，1911年から母校の校

長となった。校長在職中の1919年．3月，

三・一独立運動に直面し，「朝鮮独立新聞」

なる地下新聞を発行し，逮捕，投獄され

fe．。獄中で，民族啓蒙のための図書館計

画をたて，出獄2ケ月後に京城図書館を

．設立した。その後，中国間島に東興中学

棟を設立したり，ソウルで社会教化事業

に従事したりして，L二生を社会教育のた

め「に尽し々民族主義者であった。

（ロ）設立動機

彼ら．の図書館設立の動機は，・開館式で、

発表された「設立状況報告」の中によぐ

現れている。
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　「局部的生活の時代をへて世界的社会’

隼活をする時代になったが，もし世界的

な研究と世界的知識がないならば一個人

の家庭生活も完全に営むことができな

い。このような時にあたり，わが朝鮮語．

族の学問と知識界を観察すれば，｝寒心に

たえない境遇にある。もしわが民族に哲

理的研究と世界的知識を修得させようと

すれば，各々の先人賢哲の遺説を参考に

せざるを得ない。われ：われの経済力で，

十分な書籍を準備できるかどうか難問で

はあるが，しかし1ケ所に図書を集めて

頭脳明敏な人士たちに閲読させること

は，知識の発展，学者の養成上便利であ

ると認められる故に，ここに本館の経営

を始めんとするものである。㈹」

　ここには，・朝鮮民族発展のために“知

識の発展”と“学者の養成”が必要であ

るという思想が強くでているが，これは

朝鮮人のだめの高等教育が制限されてい

』た当時の植民地朝鮮における図書館め役

割とその意義を深く認識していた結果で

あったと考えられるご

の　山口精の「京城図書館」との関係

　．こり図書館設立につでては，従来，山

口精が南米倉町で経営していた「京城図’

書館」を“引き受けたもの”とか“再建

したもの”どいう見方があった㈲。それは

両者が館名が同じであったζと，P益善

らが山口精経営の図書館蔵書の大部分を

継承した点からくる誤解であった。しか

し，、この両者はまったく別個の図書館で

あったと考えられる。なぜなら，蔵書は

仙口精から経営を委任されていた橋本茂’

雄，松本正寛らから買収したものであっ

た吻。またより重要なごとは，この両図書

館の間に思想面での何らの継承関係がな

かったことである。つまり，山口品等と

サ益善等，との間に図書館経営について引

継の合意が認められないからである。あ

くまで翠雲亭の京城図書館は，朝鮮人に

よって独自に設立された図書館であった

と言えよう。

「←）運　一眠

　蔵書は前述の山口精経営の京城図書館

から購入したものと，朝鮮内外の有志か

らの寄贈による1万5千冊ほどであった

（43）。これは，当時の朝鮮で最大の蔵書数で

あった。

　施設は閲覧室と書庫を備えていた。の

ちに婦人閲覧者の増加にともない婦人図

書室を設置しているが，当時の朝鮮人婦

人の読書熱の高まりとそれに対応したこ

あ図書館の深い配慮を知ることができ

る。

　閲覧は無料であった。図書館は盛況を

呈していたようで，当時の新聞には「最

近，京城図書館に’は毎日婦人読者がやっ

てくる。…∵日ごとに本を見に来る人が

ふえて，現在の図書室では収容がむつか

．しい時もある。㈲」と報じられているほど

であった’。

　維持費用は，主としてサ益善，金章換，

ヂ訴求の私財にたよっていたため，財政

基盤は薄弱であった。「語感会」あ会費も

あったが，図書館財政の安定化を図るに，

はいたらなか’ﾂた。かくして，京城図書’

館は1年後には早くも経営難に陥った。

2）出前昇による京城（巨浪）図書館

　の経営

（イ）新図書館の設立

　P益善らの図書館が経営難に直面．して
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いた時，別個に李範昇による図書館設立

が計画され，この二つの図書館が合併す

るに至った。

　李範昇は日本滞在時からの宿願であっ

た図書館を，1921年9月10日，京城府鍾

路二街のパゴダ公園横に設立した。この

場所は旧韓国軍楽隊が使用していたとこ

ろで，当時朝鮮総督府の所管となってい

たが，無料で借りうけることができた。

当初，「臨時新聞雑誌閲覧所」の看板をか

かげ設立準備を進めていたが，正規に開

館したのは翌年1922年1月6日のことで

あった。この時李範昇は歩益善と協議し，

両図書館を合併することに合意した。そ

して難路の図書館を「京城図書館本館」

とし，翠雲亭の図書館を「京城図書館分

館」とすることに決定した㈲。かくしてこ

の日は，垂範昇にとっては朝鮮民族のた

めの図書館設立という宿願が達成された

日であり，また同時に近代韓国図書館史

上からみれば，y益善と李範昇という二

人の偉大な図書館人が堅く手を結びあっ

た記念すべき日となった。

鍾路図書館前庭の李範昇先生銅像

　ところでこの時，本館と分館との間で

一定の役割分担がなされた。本館は一般

大衆を対象に新刊図書，雑誌，新聞を配

備し，分館は学者及び漢文の読める閲覧

者を対象に漢籍を整備することになっ
た。

　このような京城図書館の設立ほ，近代

韓国図書館史上初めての一大図書館運動

の開幕であったし，その後の朝鮮人によ

る図書館運動のモデルとなった。のみな

らず，これは日本人による図書館運動に

も大きな影響を与えた。特に当局をして，

京城府立図書館と朝鮮総督府図書館の設

立を急がせる一つの要因となった。

（ロ）運　　営

　図書館の組織は館長以下，事務員2人，

娯母1人，出納手6人，小使2人の計12

人であった。娯母は児童室担当であったδ

出納手は正出納手（昼間の担当）3人と

学生から採用した夜間担当出納手3人か

ら成っていた。

　建物は旧韓国軍楽隊の宿舎を代用して

いたが，1923年7月新館を建築した。こ
　　　　　　　　　　　ミンヨンフイ
の費用は徽章義塾設立者閏泳徽の寄附に

よった。建物は2階建，130余坪の石造で，

閲覧室（90人収容），出納室，新聞室，特

別室，休憩室，事務室及び書庫が備わっ

ていた。この新館は，韓国における近代

図書館建築の最初のものであった。元の

旧館には児童室（80人収容），休憩室，事

務室が設けられた。

　蔵書は創立以来しだいに増加し，1923

年8月の新館開館直後には，新刊図書

7，200冊，古書2，300冊，雑誌110幽趣，新聞

50種に達した。ところで，翠雲亭にあっ

た京城図書館分館は1923年7月31日に閉

館したが，この時蔵書約1万冊がサ益善
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によって中国間島に移された㈲。

　利用状況については，京城函書館の最

盛期であった1923年度を例にとって見る

と，全入三者数は70，606呑で㌧，．1日平均、

人数は257人であった。その内訳は成人男

’子60，338人，成人女子200人，児童10，070

人であった。このうち日本人利用者は，

全体の5％強の4，Q40人鎖すぎなかった。

また利用者を職業別にみると，全体の75

％を学生が占め，次に無職者が15％，残

りの10％を農工商業従事者，官公史，軍

人，銀行，会社貝，記者，教員，宣教師，

徒弟，職工が占めていた。このように京

」城図書館は，開館以来各界各層の多くの

人々によって利用されたが，その盛況の

一端をうかがわせる冬期め閲覧状況を李

三音は次のように記している。

　「厳寒iモ係ラズ，十時開館前回二三∫

四百人門外ニテ長蛇ヲナシ開館ヲ待ツカ：

如キ状況ナリシモ，約半数ノミヲ収容ス

ルニ過キズ㈲。」

　京城図書館は財政面で当初から大きな，

問題をもbていた。それ1ま毎年の収入の

半分以上を李範昇個人の負担にたよって

いたことと，支出の3身の1が銀行利子

の返済にあてられていたことである。朝

鮮人有志の寄付もあり，また朝鮮総督府，・

京城府の補助もあったが，大部分を寄付

にたよらざるを得ないという不安定さを

常に避けられなかった。入館料（1日1幽

回i2銭，1ケ月定期閲覧料40銭）も徴収

し々カ㍉全収入のIO分の1にも満たなか

った。また李範昇は，経営②安定化のた

め財団法人設立も企画したが実現しなか

った。

．の　附帯事業

　京城図書館は本来の閲魔業務だけでな

く，当時考えら’黷驩ﾂ能なかぎりの附帯

事業を行なった。特に児童，油入のため

の文化的，教育的諸事業には先駆的なも㌧

のが多かっだ。．これは李三寸にとっては，

彼の児童観，女性観に基づいた長年の構

想の実践化であった。．また韓国公共図書，

館主の上から見れば，とのような図書館

の文化センター的機能1ま今日の韓国公共

図書館がめざす方向を先取りしたもので

あ？左と考えられる。

　児童のために，次の諸事業が行なわれ

た。

　〈児童館の設立〉盆画昇は京城図書館

構内に木造瓦家の児童館を設立した。こ

れは韓国最：初の児童図書館でもあった∫

㈹。1923年9月，80名収容可能の児童閲覧

室を設け，児童書650冊を配架した。閲覧

室は小学校の授業時間を配慮して，．午後

のみ開室された。

　〈視聴覚資料の配備〉馳児童館には標

本，掛図，絵画，理化学器具を置き，実

験と解説によ、p児章の知識向上を図っ

，た。まtg月1回場上の「幻燈・活靹写真

会」及び「レコード・．コンサート」を聞

催し？児童に慰安をあたえた。

　〈童話会の開催〉　毎日曜日夜に童話会

を開き，一般児童に必要なる童話を読み

聞かせた。講師には，当時有名な児童文
　　バンチヨンファンチヨンホンギヨ

学者方定換，丁洪教などが招かれた㈲。

　〈貧民児童のための補習教育〉学校に

行けなめ児童30余名を集め，2ケ年卒業

の予定で日本語，朝鮮語，算術などを教

．えた。講師には朝鮮女子教育会の会員が

あたった。

　〈少年クラブの結成〉’1925年3月か

ら，児童の教導機関としそ．r現代少年倶

楽部」を組織し，青少年運動にのりだし

『た。
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　なお，この他に構想されていて実現し．

なかったものとして，「伽劇」（児童劇）

の上演、ど児童遊園地の設立があった（50）。

特に児童遊園地は児童の体育向上の観点

から作ろうとしたものであったが，もし

実現していれば京城最初のものとなった

であろう。

　婦人のためには，「次の事業が行なわれ．

た。　　　　　　　　　　『　　　s．

、〈夜学部の設置〉　児童閲覧室を夜間開

放し，朝鮮女子青年会の会員を教師に学

校をでていない旧家庭の婦人達に新教育

を施した。1924年度の『事業報告』によ

れば，学縁由5，学習人員数60名に達し

た。

　、〈婦人講座の開催〉　毎週土曜日夜に婦

人講座を設け，婦人に必要な学術，衛生，

家事などの講話をしたり’et ﾀ習をした。

また，家事，衛生などで必要なものは謄

，写版刷りのパンフレ．ットを作成，六尺面し

た。1924年度の参加者は，3，700人（開催幽

・回数40回）に達した。

　〈映画会などの開催〉月1回以上，映

画及び音楽鑑賞会を開催した。また，京

城府内の普通学校校庭を借りて，「夏期巡

回婦人納涼映画大会」を開催し，家庭婦

長に慰安を与え，あわせて教養の向上を

図った。

　〈見学会の開催〉　朝鮮女子教育会と協

力し，朝鮮日報社の後援のもとに婦人見

学団を組織し，京城府内め重要機関（商

工業作業場，動・植物園など）を参観せ

しめた。開催回数7回，のべ参加人員は

900余名に達した。

←）閉．館
　新館開館以来めざましい活動を展開し

てきた京城図書館も，1924年の後半に入

ると経営難が深刻化した。李範昇の必死

の努力にもかかわらず，1926年初めには

負債額が3万7千円に達し（当時の年間

予算は約1万5千円），経営不能におちい

った。1924年10月から1925年1月までの

臨時休館に続いて，1926年2月には長期．

休館せざるを得なくなった。

　このよう，な京城図書館の窮状に対し

て，『東亜日報』『朝鮮日報』・などの民族

級はしばしば関係記事をのせ，救援のた

あの世論を喚起した。、例えば『東亜日報』

（1926年3月6日目）一は，’「朝鮮人から去

．っていく京城図書館」どい』う記事の中で，

「朝鮮唯rの知識庫，5年の功績ば今や水

の泡。朝鮮はこれ一つも維持できない運

命なの・か，，朝鮮人の中に経営者は現われ

ないのか」と訴えた。また同紙の1926年

3月12日付「京城図書館維持運動」．なる・

証事の中では，「P益善，李犬馬氏によっ

て民族的精神に立脚して設立された京城

図書館が，日一帝の手に渡ろうとする歴史

的悲惨な状況となつだ」と述べ，維持運

動の継続をよびかけた。

　しかし，短期間ではあったが韓国図書

館史に輝かしい足跡を残した京城図書館

も，このような多くの人々の努力にもか

．かわ，らず，1926年3月25日京城府に移管

　（京城府立図書館鍾路分館）され；つV）

にその歴史的幕をとじた。

おわの　に

　以上，李朝末から1920年代まぜの韓国

公共図書館の発展過程についてその概略

を述べたが，資料不足などのため未解明

の点が多く残った。’今後の研究課題とし

て，以下に指摘しておきたい。
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　一．開化期における近代公共図書館思

想制度の導入過程の問題。今まで近代

韓：国公共図書館史は愈転宿の『西遊見聞』

ク）叙述をもって始められるのが一般的で

あったが，本稿では紳士遊覧団の東京図

書館参観をもって朝鮮人の近代公共図書

館接触の最初とみなし，その紹介から始

めた。しかし，この時期の導入過程の実

態を解明するには，より幅広い資料発掘

とより実証的な調査，研究をまたねばな’

らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア’‘

�D個別図書館史の研究。釜山図書館，

朝鮮総督府図書館，曲球府立図書館，鍾

路図書館等の大図書館について信独自の

館史も出版され研究も進んでいるが，他

の中，小図書館についでは不明の点が多

い。とくに，韓国図書館史上重要な位置’

を占めている大韓：図書館と山口精の京城’

図書館についてはより厳密な研究が必要

であろう，ま．た，・主将財産による図書館・

の設享，廃館経緯：，運営実態等について

はより詳しい調査が必要であろう。

　三．支配当局による図書館行政上の問

題。李氏朝鮮政府，韓国統監府，朝鮮総．

’，督府による行政全般及び社会教育と図書

館政策との関係め解明が必要であろう。

とくに，朝鮮総督府による文化政治期の．

図書館政策については，より厳密な分析

が必要であろう。

　四．本稿ではまったく言及できなかっ

たが，この時期め学校図書館と公共図書

館との関係，また李朝以前からの文庫（奎

章閣など）の変遷史も明らかにされねば

ならない。

　五．図書館経営にたずさわった人物g

研究。サ益善；書面昇，山口精など重要

な人物についても不明な点が多い。また，・

韓国図書館史上で名前しか知られていな

い図書館人も数多い。これら図書館人に

ついての人物研究も残された課題であろ

う。

　なお，本稿では1920年代までの公共図’

書館史を中心に述べてきたが，1930年代

以降の公共図書館史については別稿をも

うけて論じてみたいと思う。

　（末筆ながら，本稿執筆に際し，資料提

供の便宜を図って下さった尚樺（ソウル

、特別市立正讃図書館閲覧課長），金束済

　（ソウル特別市立鍾路図書館長），趙浦黙

　（ソウル特別市立南山図書館長），高成玉

　（釜山直轄市立市民図書館閲覧課長），李．

三熱（国立中央図書館閲覧課長），絵柄洗

　（韓国放送通信大学図書館長），宋芳心

　（韓国国会議事副局長），肩白烈（ソウル

大学校図書館収書課長），李三三（韓国国

会図書館日本駐在官）の諸氏にこの場を．

かりて心よりお礼申し上げます。）

注

（1）’

u東京図書館明治十三年報」（『来部省年報明

　治十三年』文部省編に収録）に，“入月二十一日

　朝鮮修信使聖像ヲ拝スル為メニ来館ス”とあ

　る。

「（2）愈謡曲『西遊見聞』ソウル，由仁文化社，1969。

　『愈吉溶全集　第一巻』ソウル，一幽趣，1971。

　（初版は東京交玄室刊，1895）

（3）曲打環「開化期・日帝治下あ公共図書館に関

　する研究〔1〕」　『図書館研究』（ソウル，韓国

　図書館協会）22巻4号；1981，7／8p．9－10’

㈲　『皇城新聞』に載った大韓図書館関係の記事

　は次のとおりである。「韓国函書館」1906．2．12

　「賀図書館之設立」1906．2．15　「図書館評議会」

　1906．3．25　「史冊運搬」1909．4．6・「宗府図書

　館」1910．2．5　「図書館竣功」1910．3．22

（5）「賀大同書壇之設立」　『皇城新聞』1906．3．28
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2再．1・　　’「「③鞭昇（1887　”’　1976）’・両三出身・1917年
（6），．「書籍縦覧所怖議」「『送球新聞』1908．9．22　　　7月，京都帝大法科大学独法科卒業。19．17　tF　9

　2面　　．　’　’　”、　，　　一・　　Eよ1．り1919年7月まで，京都帝大大学院在学7’

ρ「同志文芸館」『賜燗』・9・9・94・3．面・tt・法制吏重藤鮮瀦1厩喉1918年9月輔

（8）』．佐藤寛（1864－1927）Cさ，明治，木正時代の漢・　　洲鉄道株式会社職員．となるカ㍉1920年6月退

　‘学者6伊藤博文の推挙により李王家顧問とな’　．社。1921年9月∴京城図書館創立。1923年4月；

　り，統監政治に参画した。義親王宮顧問，’修学1・』．法学専門学校講師を蠣託される。・1926年9月，』

．裏撮を歴YEEo’ A．・’

Q．
@　』「’t　t　t朝㈱舗殖醐三三に勤務する力斗193・年

（9）r囎』（朝聯動樹1巻4・5号；’196s・6－7’・一離主潮後の1945年．9月・初代ソウ・レ蔽と

に購一 @　『・「：1■ltt：・なる・．国動員も歴ffo　1964‘El；，韓国図書購

（10）．「鯛釜山在弘道図書室の新設」r’H本三三　会か擁彰される・197・年9月・ソウ嘩肺’

　適言己』¶！日本弘道会）・・9号；1go213　P・52r53’立電路図書館前庭1・「李朔先生銅像」が駐

．（11＞‘「釜山図書館の設立」　『弘道』ttt（日本弘道会）　1　・された。　　　　　　　　一

　145号・；1904．4P．35L36　　．ttt．　　．　　　⑳　「李法学士の図書館経営準備」　『図書館雑．

（12）・tt釜噂図書冊立以後の1官史やいて！・・ttt誌」　34？・1918・3　P・28、
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